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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
【目的】大動脈ステントグラフト内挿術は、大動脈スティフネスを増加させる可能性が

ある。我々は、胸部大動脈ステントグラフト内挿術が慢性期の心臓後負荷や心臓機能、リ

モデリングに与える影響を明らかにすることとした。 
【方法】11 頭のイヌを使用し、1 頭を除く 10 頭で検討可能であった (ステントグラフト

群、n=5；偽手術［コントロール］群、 n=5)。ステントグラフトは胸部下行大動脈に留置

した。上行大動脈圧及び血流を測定し、周波数解析により大動脈入力インピーダンスを算

出し、特性インピーダンス及び動脈コンプライアンスを推定した。アドミタンスカテーテ

ルを用いて左室圧－容積関係を測定した。測定はステントグラフト留置前、留置 10 分後、

3 か月後に行った。安楽死の後、左室心筋重量を測定し、心筋細胞の大きさを測定した。 
【結果】ステントグラフト留置により、動脈コンプライアンスは 0.47 ± 0.07 ml/mmHg

から 0.36 ± 0.06 ml/mmHg（留置 10 分後）、0.31 ± 0.05 ml/mmHg（留置 3 か月後）

に低下した（留置前と比較し共に p<0.05）。特性インピーダンスは 0.11 ±  0.04 
mmHg/ml/s から 0.19 ± 0.05 mmHg/ml/s（10 分後）、0.21 ± 0.04 mmHg/ml/s（3 か月

後）に上昇した（留置前と比較し共に p<0.05）。左室圧－容積関係の解析では、動脈エラ

スタンスは 5.3 ± 1.0 mmHg/ml から 6.7 ± 1.6 mmHg/ml（10 分後）、6.8 ± 1.0 
mmHg/ml（3 か月後）に上昇した（留置前と比較し共に p<0.05）。しかし、収縮末期エラ

スタンス及び心室－動脈整合条件に変化はなかった。左室心筋重量－体重比及び左室心筋

細胞の幅は、ステントグラフト群がコントロール群と比較して有意に大きかった（それぞ

れ 5.06 ± 0.27 g/kg vs 4.20 ± 0.49 g/kg, p=0.009; 15.1 ± 1.7 µm vs 13.9 ± 1.5 µm, 
p=0.02）。 
【結論】術後中期において、胸部下行大動脈ステントグラフト内挿術が健常犬の左室収

縮能及び心効率に与える影響はほとんどなかった。しかし、大動脈ステントグラフト内挿

術は心臓後負荷を上昇させ、左室肥大を引き起こした。 
 

以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につい

ての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員よ

り専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったがいずれ

についても適切な回答を得た。 
よって調査委員合議の結果、試験は合格と判定した。 
なお本論文は共著者15名であるが、予備調査の結果、本人が主導的役割を果たしている

ことを確認した。 


